
 

 

 

  

外国につながる子どもへの日本語・学習支援を考える研修会 

2018年 2月 24日（土） 第 1部 10時～12時 ／ 第 2部 13時半～16時半 

 

 

主催   公益財団法人  兵庫県国際交流協会  多文化共生課  

〒651-0073   神戸市中央区脇浜海岸通１－５－１  国際健康開発センター２階  

TEL：078-230-3261  FAX：078-230-3280  E-mail：nihongo@net.hyogo-ip.or.jp  WEB：http://www.hyogo-ip.or.jp/ 
 

後援   兵庫県・兵庫県教育委員会・神戸市教育委員会  

会 場      国際健康開発センター３階 会議室１ （神戸市中央区脇浜海岸通 1－5－1） 

定 員     65名 （定員になり次第、締め切ります。）      

参加費    無料 

申込み    ・郵送、ＦＡＸ、Ｅメール 

裏面の申込書に必要事項をご記入の上、郵送、FAX、Ｅメールでお送りください。 

申込書は当協会ＨＰからもダウンロードできます。 

・WEB申込みフォーム https://www.hyogo-ip.or.jp/modcustomform01_12470/ 

           ↑こちらのページからフォームを開いて直接ご記入ください。 

締め切り  2018年 2月 21日（水） 

申込書受理の連絡、参加証の発行はありません。 

ただし、お申込みの時点で定員をこえており、ご参加いただけない場合はご連絡します。 

悪天候等により予定を変更する場合は、当協会 HPでお知らせします。 

 

外国につながる子どもたちが日本で成長し、自信を持って社会に出るためには、学力や教科学習につながる日

本語指導を受け、継続的な学習の機会を得ることが必要です。 

さまざまな言語文化を背景に持つ子どもたちは、高校進学というハードルを越えた後、どのような支援を必要

としているのでしょうか。子どもたちが将来への展望を持って学校生活を送ることができるように、現場では多

様な取組みが行われています。今回の研修では、現状を知り、支援のあり方を考えたいと思います。 

第 1部では、日本語ゼロで来日し中学 3年生から日本の学校生活をスタートした当事者の立場から、第 2部で

は、高校生を対象とした教科学習につなげるための日本語教材の開発と実践に取り組む学校の現場から、お話し

いただきます。多くの皆様のご参加をお待ちしています。 

  

zcool.com.cn 

第 1部のみ、第 2部のみの

ご参加も可能です 

高校における日本語指導 

～現状と取り組み～ 

 

講師：有本 昌代氏 

（大阪府立門真なみはや高校教諭） 

当事者として考える 

ニューカマーの高校進学後の現状と課題 
 

講師：オチャンテ 村井 ロサ メルセデス氏

（奈良学園大学人間教育学部 助教） 

第 1部 

第 2部 

http://www.hyogo-ip.or.jp/


申込書 

 

※ご記入いただいた個人情報につきましては、本研修会の実施及び次回のご案内以外には使用いたしません。 

フリガナ  男    女 

お名前 
 

 

【年齢】 10代／20代／30代 

40代／50代／60代／70代／80代 

ご住所 

〒 

 

ご連絡先 

TEL： 

Eメール： 

参加希望の部に 

○を付けてください 

第１部（      ）  第２部 （      ） 

※1部 2部ともに参加ご希望の場合は、両方に○をお願いします。 

日本語・学習支援に関して 

知りたいこと、 

使ってみたい教材など 

 

 

 

 

 

 

※日本語・学習支援経験のある方は、以下もご記入をお願いいたします。 

所属する機関 

（活動団体） 

機関（団体）名： 

 

 

 

日本語支援経験 

 

      年     ヶ月   成人対象      年     ヶ月 

                 子ども対象     年     ヶ月 

日本語支援対象者 

（該当するものに○を 

お付けください） 

複数回答可 

〔成人〕  留学生 ／ 技能実習生 ／ 就労者 ／ ＡＬＴ ／ 配偶者 

      その他（                ） 

〔子ども〕 小学生（低学年・高学年） ／ 中学生 ／ 高校生 

      その他（                ） 

 

活動の場所 

 

例）明石市 中央公民館 

   

                             

子どもの支援における 

使用教材             

※○を付けて下さい 

（複数回答可） 

『こどもの日本語』 ／ 『みんなの日本語初級』 ／ 『日本語学級』 

『にほんごをまなぼう』 ／ 『ひろこさんのたのしいにほんご』 

『かんじだいすき』 ／ 『葛西ことばのテーブル 100枚プリントシリーズ』 

その他（                                      ）                                     

 


